



























































































































8mm ビデオカメラ（SONY 製 Handycam）を「受」の左側
4.3 ｍ ( 高さ 70cm) 離れた位置に、デジタルビデオカ
メラ（SONY 製 Handycam DCR-TRV9）を「受」の斜め
前方 4ｍ (高さ 90cm) の位置に設置し、スポーツレッ
スンモードで撮影した。使用したビデオテープは「SONY 














































  データの取り込みは周波数 2000Hzで 0.5 秒間、つま
り 1000 個のデータを時系列データとして取り込んだ。
  較正係数による生データから力波形への変換は、



























































  学習群は，平均値 0.441 ± 0.092 sec. 未学習群は，




























  a)  背負投について




 学習群は平均値 737.11 ± 131.06 kg で，体重あたり
では平均値 12.69 ± 1.87 kg であった．未学習群は






  b)  浮技について




  学習群は，平均値 175.96 ± 30.93kg 体重あたりで
は平均値 3.06 ± 0.58 kg であった．未学習群は，そ

























いたあと，学習群 M.Y は 148 ／ 2000sec 後に腰が落下
しており，また未学習群 O.K も左腕で畳をたたいたあ











ものと思われる．これに対し，未学習群 O.K は，いき図 2　体重あたりの最大衝撃力
図３　背負投における学習郡 M.Y のフォースカーブ
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